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次世代むし歯予防対策事業

部局名

①１歳６か月児歯科健診にて口腔内状況を把握し、フッ化物の歯面塗布を行う。（希望者）
②定期管理（継続的な歯科健診、フッ化物塗布等）について保護者への意識付けを行う。
③幼稚園、保育園等において、保護者が希望する児童に対し、週5回（週6回）、口腔内の洗口を実施するための
薬剤等を配付する。
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次世代むし歯予防対策事業

フッ化物の定期的な歯面塗布及び洗口によるむし歯予防の促進とともに、生涯を通じた歯の健康づくりに対する
市民意識の高揚を図る。
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＜様式１＞

【CHECK（評価）】

※事業類型が１～３に該当する事業については妥当性及び有効性の評価は記入しておりません。

【ACTION（改善・改革】

意
見
等

内
容

※１次評価は事業担当課長等、２次評価は２次評価委員会によって行われます。

２
次
評
価

担当者意見のとおり

【必要性】

　担当課の提案のとおり、事業の実施を認める。
　ただし、データ分析や原因究明等を継続して実施し、有効
的な手段が他にないかを模索すること。

やや高い

対象

高い

【コスト】

【負担割合】

 １歳６か月児健診時にフッ化物塗布を併せて実施することにより、効率的な事業の実施に努めている。
 フッ化物洗口は、フッ化物洗口用薬剤及び消耗品のみの低コストでむし歯予防に効果的であり、削減の余地はない。

見直しの余地なし

削減の余地なし

事業が抱える問題・課題等

有
効
性

事業の進捗状況
昨年度の評価から、どのような取組
をしましたか（昨年度の【ACTION】
の改善・改革の進捗等）

 １歳６か月児健診時に歯科の定期管理の啓発とフッ化物に関する情報提供を行い、幼児期からのフッ
化物洗口の重要性については、未実施の園に対して周知を行った。

妥
当
性 【市の関与】 高い

やや低い

やや高い やや低い

内容
今後の方向性のもとで、どのような
取組をするか（課題や問題点等に
対する取組など）

・1歳6か月～4・5歳までの期間に効率的かつ効果的にむし歯予防促進のための働きかけを行えるよう、
１歳６か月児健診に加えて３歳児健診の場でもフッ化物塗布を実施し、更なる歯科の定期管理の啓発と
フッ化物に関する情報提供を行う。
・幼児期からのフッ化物洗口によるむし歯予防の重要性について、未実施の園に対し継続的に周知を
行う。

効果
事業の改善・改革によって期待され
る効果は何か

　定期的なフッ化物の使用によりむし歯予防効果が得られ、保護者の意識向上と定期管理の動機付け
が図られる。

効
率
性

今後の方向性

見直しの余地あり 該当なし

 １歳６か月健診時に実施するため、負担金を徴収することは適切ではない。

削減の余地あり 該当なし

拡充
１
次
評
価

今後の方向性

終期設定

拡充

終期設定

今後の方向性

高い やや高い

 フッ化物塗布を、１歳６か月児健診受診者に実施し、 幼児期からは週5回（週6回）のフッ化物洗口に取り組むことにより、むし歯
の保有率の軽減が期待される。

【施策貢献度】

【事業成果】

やや低い

 フッ化物を用いた幼児期からのむし歯予防習慣の定着により、幼児のむし歯を予防し生涯を通じて歯及び口腔の健康づくりに
取り組むことは、母子保健の推進に効果がある。

やや低い

　３歳児のむし歯保有率は増加傾向にあり、26年度（21.5％）から27年度（27.6％）は大幅に増加していることか
ら、更なるむし歯予防促進のための歯科の定期管理の啓発が求められる。フッ化物塗布・洗口の実施について、
現在ライフステージの中では、1歳6か月児健診以降、幼稚園や保育園に在園する4・5歳児まで実施対象となる期
間が開くため、その間のフッ化物に関する情報提供を強化していく必要がある。また、フッ化物洗口を実施してい
ない園に対しては、今後も働きかけを促していく。

高い やや高い 低い

低い

該当なし

低い 該当なし

 乳幼児期における歯科保健習慣はその後に大きく影響を及ぼすものであり、乳幼児期からフッ化物塗布やを通した、むし歯予
防対策を講じることは必要である。
 幼稚園、保育所等において継続的に実施するフッ化物洗口によるむし歯予防対策は、歯科保健につながるもので妥当であ
る。

低い

該当なし

該当なし

 市は、大村市歯科保健計画に基づき乳幼児期からのむし歯予防対策を積極的に推進している。
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